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1. はじめに 

赤外線サーモグラフィを用いた非侵傷的査技

術は建築物外壁の劣化を検出できる検査法とし

て注目されている. 外壁のタイルの「浮き」や

「ひび割れ」などのある個所は周囲との温度が

変化するため, 赤外線カメラを用いて撮影する

ことで劣化部を検出できるためである.  

これまで, 被測定物を平行移動することによ

って熱放射源の断層画像を取得する手法(並進走

査サーマルトモグラフィ)を提案してきた[1]. こ

の方法では, 被測定物が遠赤外線にとって不透

明である場合, 内部の情報は得られなかった.  

本研究では, 被測定物に熱を与えて表面に現

れる熱分布の変化を観察することによって, 内

包物の検出を試みた.  

2. 実験方法 

本実験では X, Y の二軸で移動するステージに

遠赤外線カメラを固定し, 撮影対象の上部から

撮影を行う. ステージを少しずつ動かし, 撮影を

繰り返すことで並進走査撮影を可能にし, 透視

投影画像群を取得する. 得られた画像群から斜

投影画像群を作成し, これをフーリエ変換, 逆フ

ーリエ変換を用いて再構成することによって断

層画像を再構成する.  

図 1に実験装置と撮影対象を示す. 撮影対象

には, アルミ製の容器に水を張りチューブを沈

めたものを使用する. チューブには一定速度で

冷水を流し, その間器の底をヒーターで加熱し

ながら撮影を行う. 水面に現れた熱の分布を検

討することで内包物に依存した温度パターンの

観測を試みる.  

 
図 1: 実験装置と撮影対象 

3. 実験結果 

 実験結果を図 2に示す.  

 
図 2 : 撮影結果 

図 2 (a)に容器の底を加熱し, チューブに一定

速度の冷水を流しながら撮影した結果を, 図

2(b)に容器を加熱せず, チューブに冷水を流さな

かった際の撮影した結果を示す. 図 2 (a)を見る

と, チューブの形状に依存した温度分布が水面

に現れていることが分かる. 一方, 図 2 (b)では, 

水面に温度分布は確認できない. このことから, 

容器の加熱とチューブに水を流すことによって

水面に温度分布が現れていると考えられる.  

4. まとめと今後の展望 

 本実験の結果から, 容器の加熱と流水によっ

て水面に水中の物体に依存した温度分布が現れ

ることが確認できた. この結果から, 遠赤外線が

不透明な測定物内部の温度分布の推定に活用す

ることが期待できる. 今後の展望として, 流水速

度の変化による水面の温度分布の観測, 粘度の

高い媒質を使用した際の撮影, 三次元物体の表

面熱分布の測定などを検討している.  
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(a) : 加熱＆流水 (b) : 非加熱＆非流水 
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